
- 研修ノート見本と成功事例集  -

実践ガイド

お問合せは、こちらにご連絡ください。 

TEL  053-489-9850（年中無休 9:00〜17:00 受付） 

メール mikkelart@sprayart-xin.com（24時間受付） 
静岡⼤学発ベンチャー企業・株式会社スプレーアートイグジン
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🍀  このような悩みはありませんか? 

 ✔  利⽤者様との会話のきっかけがつくれない… 

 ✔  話題が少なくて会話が続かない… 

 ✔  産まれる前のことをいわれてもピンとこない … 

利⽤者様に話しかけても会話が続かないときに、冷や汗をかいた経験はありませんか？イラストを⾒ながら、様々
な場⾯を考えることで、実際に介護するときにとても役⽴ちます。あなたらしい声がけを⾒つけていきましょう♪

ミッケルアー
ト

会話の広げ⽅ 利⽤者様の気持ちを
想像する

利⽤者様の興味を整理する

人気者研修の研修内容

＜目次＞ 
・研修を始める前に　　P5 
・ミッケルアート回想療法の使い方を学ぶ　P6 
・会話の広げ方　P7～14 
・利用者の気持ちを想像する　P15～22 
・利用者の興味を整理する「みっけたシート」P23～26 
・ふりかえり　P27 
・チームメンバーの長所を見つける　P28

🌸  研修の⽬的  
  利⽤者様との向き合い⽅・会話の広げ⽅を学ぶ

🌷  研修の内容 
 通信教育制です。本研修では、以下の 3 つの課題への取り組みを通して 、会話の広げ⽅・ご利⽤者との向き合い⽅ 
 の基本を学んでいただきます。利⽤者様との関わりをシュミレーションし、コミュニケーションスキルを⾼めていた 
 だきます。ぜひ楽しみながらスキルアップをしていきましょう。(研修期間⽬安：２ヶ⽉)
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人気者研修の研修ノート見本

↑「会話の広げ方」を考える問いです

↑「認知症の利用差様の気持ちを」を考える問いです
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新人OJTリーダーひとかじり研修の内容

🌸  研修の⽬的 
  新⼈OJTリーダーとしての役割を習得し、チームで新⼈職員の育成を⾏うための研修です。 

🌷  研修の内容 
  本研修は通信教育形式です。新⼈OJTリーダーの役割を理解しやすく伝えることを⽬的としています。 
  研修の中で、以下の内容に取り組んでいただきます。(研修期間⽬安：3ヶ⽉)

OJTを行う意義 チームワークの促進 仕事の教え方

新人職員 
成長チェック

新人OJTリーダー 
成長チェック

新人職員の 
ストレスケア

＜目次＞ 
・チームで新人職員を育てるために　P5 
・新人OJTリーダーの役割を知る　　P6～P7 
・仕事の教え方　P8～11 
・新人職員のストレスケア　P12～13 
・よくある悩みと解決方法　P14～15 
・新人OJTリーダー共通認識シート　P16

 
・OJTの流れ 
・新人職員との交流「みっけたシート」　P18～P19 
・新人職員　成長確認シート　P20～24 
・新人OJTリーダー　自己分析シート　P25～26 
・問題解決シート P27～P28 
・ふりかえり　P29

☘  合否の基準 
 研修ノートの問題に対して、⾃分の考えを適切に記述していることが合格の前提条件となります。 
 適当な回答や空欄がある場合、不合格とされ、再提出が必要です。

🎉  修了までの流れ ※開始⽉は受講者の任意で設定できます。

基礎編

実践編

添削

修了

研修ノートを活⽤し、OJTリーダーの基本を学んでいただきます。受講者は、⽇常の介
護業務において⾃⾝が既に実践している点と実践していない点をチェックします。実践
できていない項⽬については、改善に取り組むこととします。チェックシートの全ての
項⽬を実践し、部署⻑による確認を受けてください。研修ノート（または回答⽤エクセ
ルファイル）をメールで提出し、合格のご連絡をお待ちください。添削を経て、修了基
準を満たしていれば、修了となります。
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新人OJTリーダーひとかじり研修の研修ノート見本

↑自分のOJTを振り返り、今後の行動をを考える問いです

↑受講者の振り返り
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リーダーひとかじり研修の内容

🌸  研修の⽬的 
  リーダーの役割を学び、チームメンバーを導くリーダーとして成⻑することです。 

🌷  研修の内容 
  (研修期間⽬安：3ヶ⽉)

☘  合否の基準 
 研修ノートの問題に対して、⾃分の考えを適切に記述していることが合格の前提条件となります。 
 適当な回答や空欄がある場合、不合格とされ、再提出が必要です。

リーダー職のやりがい チームとは チームケア 仕事の任せ方

会議運営のポイント ストレスケア スタッフの育成 自己チェック

＜目次＞ 
・リーダーの役割を学ぶ意味　P3 
・リーダーのやりがい　　P3 
・チームとは　P4～5 
・リーダーの役割　P6～P7 
・チームケア(1)チームケアとは　P8 
・チームケア(2)チームケアの事例　P9 
・チームケア(3)チームケアにおける 
　リーダーの役割　P10 
・チームケア(4)リーダーとしての行動　P11 
・チームの原則　(1)(2)(3)(4)　P12～P14

・ケアの質と施設経営(1)　業務を効率化する理由　P14 
・ケアの質と施設経営(2)　ケアの質と施設収入の関係　P15 
・ケアの質と施設経営(3)　ケアの質と働きやすさの関係　P16 
・会議運営のポイント(1)(2)(3)　P16～P19 
・スタッフのストレスケア　P20 
・スタッフの育成方法　P21 
・みっけたシート　P22 
・リーダー・チェックシート　P23 
・ふりかえりシート　P24

🎉  修了までの流れ ※開始⽉は受講者の任意で設定できます。

基礎編

実践編

添削

修了

研修ノートを活⽤し、リーダーの基本を学んでいただきます。受講者は、⽇常の介護業
務において⾃⾝が既に実践している点と実践していない点をチェックします。実践でき
ていない項⽬については、改善に取り組むこととします。チェックシートの全ての項⽬
を実践し、部署⻑による確認を受けてください。研修ノート（または回答⽤エクセル
ファイル）をメールで提出し、合格のご連絡をお待ちください。添削を経て、修了基準
を満たしていれば、修了となります。
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リーダーひとかじり研修の研修ノート見本

↑「ケアの質と施設経営」を学ぶ問いです

↑受講者の声

今でもチーム一人ひとりの意見を大事にしています。その中で意見が分かれた時には、チームみ
んなでチーム方針を確認し、立ち止まるようにしています。意見を貫こうとしていたメンバーも
いましたが、方針を示すことで他の意見を取り入れようとする姿勢も見られるようになってきて
います。(30代　ユニットリーダー)

どんな内容でも、メンバーが話しかけてきてくれたときには、必ず「報告ありがとうございま
す」「よくきがつきましたね」と感謝や認める声かけを伝えるようにしています。メンバーから
出た意見は必ずチーム内で共有するようにし、それぞれの意見を大切にすることも意識していま
す。少しずつですが、メンバーとの信頼関係が築けてきたことを実感しています。 
(40代　介護主任)

ケアについては、必ずチームのメンバーで話し合って決めるようにしています。メンバーで話す
中で、利用者様の特徴や適切な関わり方など、みんなで共通認識できるようになりました。また
利用者様の新たな一面を知ることもあります。今までは、チームの連携不足から利用者様が混乱
することもありましたが、チームで一貫してケアでき、利用者様が安心して過ごしている姿も見
受けられるようになっています。(40代　フロアリーダー)
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しっかり者研修の内容

🌸  研修の⽬的 
  「利⽤者様の利益を⽬指すチームケア」を学ぶ  

🌷  研修の内容 
  (研修期間⽬安：2ヶ⽉)

☘  合否の基準 
 研修ノートの問題に対して、⾃分の考えを適切に記述していることが合格の前提条件となります。 
 適当な回答や空欄がある場合、不合格とされ、再提出が必要です。

利用者様の利益とは 気づきのポイント 気づきの内容を 
整理する方法

自己チェックシートやりたいことを 
実現する手順

🎉  修了までの流れ ※開始⽉は受講者の任意で設定できます。

基礎編 研修ノートを活⽤して利⽤者様の利益を⽬指すチームケアの基礎を学んでいただ
きます。

実践編 利益を⽬指すチームケアを実践していただきます。

ふりかえり ⾃⼰チェックシートの項⽬をすべて実践し、部署⻑が確認してください。その
後、ふりかえりシートを記⼊してください。

修了 研修ノート（または回答⽤エクセル）を提出し、合否の連絡を待ちます。 
修了基準を満たしていれば修了です。
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＜目次＞ 
・利用者様の利益とは　P3 
・業務改善と利用者様の利益の違い　　P4 
・気づきのポイント　P5 
・気づきの内容を整理する方法　P6

・やりたいことを実現するための手順　P6 
・叶えるシート(シュミレーション)　P7~9 
・自己チェック、ふりかえり　P10~11



しっかり者研修の研修ノート見本

↑「利用者様の利益とは何か」を考える問いです

小さなことでも、毎日の生活に彩りになる可能性があると気づきました。食事の際に近くの席の
方と献立や季節の話をしたり、入浴介助を行う職員と世間話をしたりと、無理なく楽しめる工夫
を見つけていただけるお手伝いをしたいと考えるようになりました。 
(30代　副主任)

外出したい気持ちはあるものの、一人では不安だと感じている利用者様がいらっしゃいました。
数回にわたって不安を傾聴し、最初は何度か付き添いを行ったところ、最終的には一人での外出
が可能となり、「楽しみができてうれしい」と感謝の言葉をいただきました。 
(40代　フロアリーダー)

目先の忙しさに追われるだけでなく、中長期的な視野に立ち、複数の視点から業務フローやマ
ニュアルを見直して無駄を洗い出し、さらに良い新しい方法がないかを検討することで、業務改
善につなげていけると気づきました。また、業務見直しの結果、車椅子の方に必要な支援を行
い、夢だったグラウンドゴルフを楽しんでいただけた事例もありました。保清に時間がかかる別
の利用者様への対応を2名体制にし、短縮できた時間で、他職種への連絡や外出当日の手配など
の準備を進めました。(40代　副主任)

↑受講者の声
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No.2研修の内容

🌸  研修の⽬的 
  複数のリーダーを統括し、「⾃⾛できるチーム」を作り上げるためのマネジメント能⼒を 
  向上させることです。 

🌷  研修の内容 
  (研修期間⽬安：４ヶ⽉)

☘  合否の基準 
 研修ノートの問題に対して、⾃分の考えを適切に記述していることが合格の前提条件となります。 
 適当な回答や空欄がある場合、不合格とされ、再提出が必要です。

管理職の役割 信頼関係の築き方 優先順位 自走できるチーム

リーダーの育成 会議の効率化 意思決定力 生産性向上

＜目次＞ 
・管理職の役割と心構え　P3-6 
・信頼関係の築き方　P7-8 
・部下とのコミュニケーション　P9 
・進捗管理　P10-12 
・考えて行動できる部下の育成　P13-16 
・モチベーション向上とビジョン共有　P17-21

・優先順位と役割分担　P22-23 
・意思決定の重要性　P24-25 
・判断力の磨き方　P26 
・会議の生産性を高める　P27-30 
・NO.2の育成　P31-33 
・自己評価ツール　P34-37

🎉  修了までの流れ ※開始⽉は管理者の指⽰に従ってください。

基礎

実践

添削

修了

研修では管理職の基本を学び、⽇常業務で実践していただきます。全ての項⽬を記⼊した
研修ノートは、上司の確認を受けた後、メールで提出してください。弊社で添削し、合否
の連絡をいたします。添削の結果、修了基準を満たしていれば研修修了となります。この
プロセスを通じて、管理職として必要なスキルと知識を効果的に習得し、実務に活かすこ
とができます。
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No.2研修の内容

↑「部下の育成について」を考える問いです

相談に来た部下に「これからどうしますか？」と尋ね、自ら考えるきっかけを作っています。部
下も初めは戸惑っていましたが、繰り返していくうちに「〇〇してみようと思います」と対処法
を考えられるようになってきました。最近では、私が尋ねなくても「こうしてみようと思いま
す！」と言う部下の姿も見られています。私も気づかなかった方法を考える部下もいて、私自
身、非常に勉強になっています。(30代　主任)

部下の趣味や興味を持っていることを知ろうと努力しています。映画鑑賞や山登りなど、興味の
あることに共感したり、知ろうとしたりすることで、部下が生き生きと話してくれるようになり
ました。以前よりも部下との絆が強まった気がします。最近では、部下の方から「〇〇に困って
いるんですけど…」と仕事の相談を受けるようにもなりました。 
(40代　課長補佐)

↑受講者の声

「〇〇日までに出してほしい」と部下に伝えるだけで、あとは本人任せにしてしまっていたこと
に気づきました。進捗状況や中間報告など、具体的に伝えていなかったことを反省しました。ま
た、部下が失敗から何を学び、どう感じたかを考えさせることが、次に失敗しないよう自ら対策
を考えることにつながることを学びました。 
(40代　副施設長)
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事例1.  神奈川県・従来型特養・副主任の育成

「チームの課題分析」の結果を元に、施設⻑とNo.2の介護課⻑との打ち合わせを重ね、この度の導⼊に⾄りました。

1．現状
• 業務の問題点：51%が「介護の業務が作業化している」と回答
• 昇格計画：2年後に副主任を主任に昇格
• 副主任の状況：30代から50代の6名（3名はリーダーシップあり）
• 副主任候補者：20代から40代の4名

介護課長様の声
「以前から当施設でも、自ら考え行動する職員を育成したいとの願いがありました。今回の分析を通じ
て、どの課題をクリアすれば、公平なキャリアパスを提供できるかが明確になりました。また、イラスト
を使用しているため、職員全員が抵抗なく受講できると感じました。」

2．課題
• 主任の業務負担：大きい
• 副主任のリーダーシップ:：3名は不十分
• 研修の課題：「見て学べ」が通じない、集合研修の時間確保が難し
い。知識だけの研修では行動変容が難しい

3．研修内容と実施方法
• 育成計画（図）

1年目: 3名の副主任を育成

2年目: 残りの3名の副主任を育成

3年後: 主任を課長に昇格
• 研修プログラム

人気者研修：気づき力向上

新人OJTリーダー研修：教育スキル向上
• 実施方法

週2回、1回15分の隙間時間を活用。3年間継続

4．成果と効果
従来型の施設では、主任の業務負担が増え、主任不在の場合には現場の運営が困難になる事例が多くあ
ります。主任候補者の育成は重要ですが、エース級の副主任が負担を担うリスクも考慮する必要です。
そこで、副主任の層を強化し、主任を支える体制を整えることを優先し、主任の昇格はその後の戦略に
いたしました。
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事例2.  従来型特養・主任候補者の育成

経営戦略会議を通じて、以下のような課題が見えてきました。
施設の基本情報　・従来型の特養　・定員97名　・特養2箇所＋在宅事業を7箇所程度運営

施設長様の声 
「この度、ミッケル研修を無事に終了し、大変有意義な成果を得ることができました。研修を通じて、
副主任の層を強化する重要性を改めて認識し、現場運営の安定化に向けた具体的な取り組みを実施する
ことができました。特に、副主任たちがチームとしての一体感を深め、互いにサポートし合う体制が
整ったことは、日常業務の効率化と質の向上に直結しています。また、主任の業務負担が軽減されるこ
とで、彼らが業務に集中できる環境が整いました。」

1．現状 
• 業務の問題点：56%が「介護の業務が作業化している」と回答
• 空席：介護主任と課長のポジションに空席あり
• 副主任の状況：4名在籍、30代から40代（内2名がリーダーシップを
発揮）副主任候補者：20代から40代の4名

2．課題 
• 業務負担：課長と主任の不在により、施設長の業務負担が大きい。
• 昇格リスク：副主任を主任に昇格させると、残る副主任が機能しな
いリスク。

• 研修の課題：「見て学べ」が通じない世代が増加。

3．研修内容と実施⽅法 
•育成計画（図） 
 1年⽬: 副主任4名を1期⽣としてOJTチームを編成する。 
 2年⽬: 副主任補佐を2期⽣に選出し、成⻑を促進する。 
 3年後: 副主任補佐を3期⽣に選出し、12名を育成する。 
•研修プログラム 
 ⼈気者研修：気づき⼒向上 
 新⼈OJTリーダー研修：教育スキル向上 
•実施⽅法 
 週2回、1回15分の隙間時間を活⽤ 
 3年間継続

4．成果と効果 
従来型の施設では、主任の業務負担が増える傾向があり、主任が不在の場合、現場の運営が困難になる
ケースが多く⾒受けられました。主任候補者の育成は重要な課題ですが、その過程で副主任に過度な負
担がかかるリスクも無視できません。この問題を解決するために、副主任の層を強化し、主任を⽀える
体制を整えることを最優先事項としました。その結果、主任の昇格は⻑期的な戦略の⼀環として位置づ
けることとなりました。
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事例3.  ユニット型特養・リーダー育成・静岡県

経営戦略会議を通じて、以下のような課題が見えてきました。 
施設の基本情報　・ユニット型特養、定員100名　・ユニットリーダー10名　・開設8年目

課長・主任様の声 
「研修を通じて、役割分担の明確化によりリーダーの負担が適正化され、以前は降格を希望していた職
員からもそうした声が消えました。現在では、現職リーダーの半数以上が、プレイヤーとしての業務を
こなしながらも適切なリーダーシップを発揮できるようになっています。理想と現実のギャップに悩
み、プレイヤー業務に埋没していた状況も改善され、リーダーとしての自覚を持ち、本来の役割を果た
せるようになりました。」

1．現状と課題
• 中堅職員の間で「リーダーになりたくない」という意識が増加。
• リーダーの負担が重く、一部職員が降格を希望。
• 現職リーダーの半数以上がプレイヤーとしての役割を果たす。
• ユニットリーダー研修や外部研修を受けても、理想と現実のギャップで多くがプレイヤーに留まる。

2．育成計画
• 10名の現職ユニットリーダーから4名を1期生として選抜。
• 2期生以降も4名ずつ選抜し育成（図1）。
• 1年目は「新人育成チーム」でOJTの教え方と内容を統一。
• 2年目は「リーダーの役割」を学び、リーダーの動きを揃える。

4．成果と効果
施設では、利用者との向き合い方を重視する職員が多い一方で、新人育成における教育スキルのバラつ
きや、人の褒め方や伸ばし方に関するニーズが顕在化しています。これを受けて、新人育成力を高め、
リーダークラスの標準化を目指す戦略を提案しています。この戦略では、新人育成力を身につけた後、
ユニットリーダーの役割を学ぶことで、リーダーシップを醸成します。

3．研修内容と実施方法
• 育成計画（図）

1年目: 3名の副主任を育成

2年目: 残りの3名の副主任を育成

3年後: 主任を課長に昇格
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事例4.  ふたば福祉会「ウィローふたば」様

愛知県にある社会福祉法人ふたば福祉会様の人財育成の取り組みをご紹介いたします。 
高齢者総合福祉施設ウィローふたば様は、新卒採用が多く、離職率が低いことで知られています。

1．研修導入の背景
介護施設では新卒採用が減少し、中途採用や外国人職員の雇用が増加しています。この状況では、先輩職
員の教育スキルのばらつきや新人OJTリーダーの指導力不足が混乱を招く可能性があります。ウィローふ
たば様では、「新人OJTリーダーひとかじり研修」を導入しました。この研修は、教育スキルのばらつき
を解決するための研修です。

2．効果と成果
①伝え方の重要性の再認識
　教える側の伝え方が重要だと再認識し、新人の理解度を考慮することが大切だと気づきました。
②新人職員とのコミュニケーションの改善
　新人職員の立場や気持ちを考慮することで、より良いコミュニケーションができるようになりました。
③統一された介助方法の必要性
　チームで学べる環境の重要性を感じ、統一された介助方法の必要性を認識しました。

4．まとめ
私たちがこの法人様から感じることは、施設長のボトムアップを大切にする意識とそれに応えようとする
リーダー層の熱意です。施設長自身も現場で経験を積んだ方であり、現場の声を大切にされています。そ
して、何より、職員一人ひとりに期待をしている方です。人は期待をされると成長します。
つまずいた時、仲間がいれば一緒に立ち上がることができます。それを体現されている施設だなと印象を
受けました。

「新人OJTリーダーひとかじり研修」を修了した方の声
「教え方や学ぶ側の気持ちを理解することで、伝達方法の改善ができました。リーダーが
不在でも、新人の介助方法やコミュニケーション、また間違いがあれば指摘し、良い点が
あれば褒めるよう努めます。」

3．今後のビジョン
次年度に「リーダーひとかじり研修」を通じてリーダー候補者の育成を計画しており、2期生には1期生
と同様に「人気者研修」「新人OJTリーダーひとかじり研修」の受講を検討している。
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導入事業所様の一覧

ミッケル研修は「次世代リーダーの育成が難しい…」
という悩みを解決できます！

現在60ヶ所の法人様に導入いただいております。（2025年3月現在） ※敬称略・順不同

↑こちらは鹿児島県にある法人様が、ミッケル研修修了後、法人内で表彰式を行われている様子です。

社会福祉法人春風会 社会福祉法人誠光会 社会福祉法人幸和会 社会福祉法人さきたま会

社会福祉法人八生会 社会福祉法人さきたま会 社会福祉法人サンシャイン 社会福祉法人みどりの里

社会福祉法人せんねん村　 社会福祉法人庄栄会 株)共立メンテナンス 社会福祉法人景福会

医療法人参天会 社会福祉法人喜入会 社会福祉法人寿真会 社会福祉法人壽光会

社会福祉法人ふたば福祉会 社会福祉法人みおつくし福祉会 社会福祉法人あまのほ 社会福祉法人丹後大宮福祉会

社会福祉法人湖東会 社会福祉法人光養会 社会福祉法人佐伯さつき会

社会福祉法人誠信会 社会福祉法人大和清風会 社会福祉法人徳和会

社会福祉法人桃山福祉会 社会福祉法人徳慈会 社会福祉法人黎明会

社会福祉法人函要会 社会福祉法人芙蓉会 社会福祉法人清栄会

社会福祉法人有隣会 社会福祉法人あすなろ会 社会福祉法人瑞仁会

社会福祉法人杉の子 社会福祉法人亀鶴会 社会福祉法人清和会

社会福祉法人みどりの里 社会福祉法人寿徳会 社会福祉法人創和会

社会福祉法人喜成会 社会福祉法人的場会

社会福祉法人希望の丘福祉会

社会福祉法人博寿会

社会福祉法人本永福祉会

社会福祉法人さわらび会

社会福祉法人平盛会

社会福祉法人鼎

東京(3) 神奈川(4)

埼玉(6) 千葉(4)

静岡(6) 愛知(5)

山梨(1)

三重(1) 和歌山(2) 滋賀(2)

京都(2) 大阪(2)

鹿児島(2) 福岡(2)

広島(3) 兵庫(2) 島根(1)

岡山(2) 鳥取(1)

福島(1) 山形(2)

茨城(1) 栃木(1)


